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｢論理的な説明力｣を育てる算数の授業づくり
第5学年 ｢図形の角｣
研 究 の 要 約
片 山 元 *
平成20年に告示された新学習指串要領の本格実施が来年に迫っている｡その中に
｢第数的活助を一層充実させ,基礎的 ･基本的な知取 ･技能を確実に身に付け,数学
的な思考力 ･表現力を育て,学ぶ意欲を高めるようにするo｣という第数科改善の基
本方針が示されているO
すでに周知の通り,一層充奏させていくべき ｢算数的活動｣として ｢間膜解決の方
法を考え,説明する活動Jが重要視されている｡罪数科はこれまでも r根拠をもとに
筋道立てて体系的に考える｣ことが塵祝されてきた｡これに加えてPISA調奄や全
国学力 ･学習状況調査の結果から ｢薮現力｣の課題が明らかになり,｢数学的な思考
力 ･攻現力を育てる｣という視点から.｢IJj分の考えをわかりやすく説明したり,育.
いに自分の考えを表現し合ったりすること｣などの指導の充実が叫ばれている｡
今まさに,｢論理的な説明力｣を育てる井数指導が求められているのである｡5年
｢匿l形の角｣の授業実践を通して,根拠をもとにして筋道立てて説明する ｢論理的な
昔糾明力｣をどのように高めていけげよいのか追究していきたい｡
keyrvords:論理的な説明力
1 はじめに
(1) なぜ今,｢論理的な税明力｣なのか
許教科はこれまでも ｢根拠をもとに筋道
立てて体系的に考える｣ことが重視されて
きた｡これに加えてPISA調査や全国学
力 ･学習状況調査の結果から ｢表現力｣の
課題が明らかになり,｢数学的な思考ノJ･
表現力を育てる｣という視点から,｢自分
の考えをわかりやすく説明したり,互いに
自分の考えを表現し合ったりすること｣な
どの指導の充実が求められてきた｡
これらの弟数指導の新たな謙題や指針を
背敦に,今後の罪教授薬においては ｢考え
る力｣の育成だけでは不十分であり,根拠
をもとに筋道立てて説明する ｢輪理的な鋭
明力｣を育成することが大切であると考え
ている｡
5年 r図形の角｣の実践を通して.日々
* 岡山大学教育学部附属小学校
の授業の中で根拠をもとにして循道立てて
説明する ｢雷鈴理的な鋭明力Jをどのように
帯めていけばよいのか追究していきたい｡
(2) 本研究における｢論理的な説明力｣と
は
本研究における｢論坪的な脱明力Jとは,
｢算数的な表現を用いて,根拠をもとに筋
道立てて鋭する力｣のことである｡既習図
形の内角の和を活して,新たな内角の和を
生み出すために,次の図のように ｢算数的
な表現｣｢根拠｣｢筋道｣の3者が-体と
なった説明力の育成を重視した授薬づくり
に取り組んだ｡
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Or舞数的な表現｣とは,具体物の操作,
吾桑,数,式,図などである｡合同な多
角形のカー ドや方眼紙に多角形をかいた
ワークシー トを用いて,カー ドを折り曲
げて多角形の角を1点に軒世銀めたり,
合同な多角形を敷き詰めたり.四角形を
対角線で既習の多角形に分割したりして
考え,説明することが大切である｡
O｢根拠Jとは,考えやその考え方のもと
となった理由である｡既習事項である妓
ノ方形の角や直角三角形の内角の和などを
確実に習得し,｢○○だから,△△だ｡｣
｢なぜなら,00だO)などの理由を適
す話形を使って,これらの知取 ･技能を
根拠に説明することが大切である｡
Or筋道｣とは,問髄解決の編項I=である｡
｢まず, ～ ,｣｢つぎに,～uJr最後に,
～ ｡｣などの順序を表す話形を使って,
筋道立てて説明することが大切である0
2 本研究の実際
(l) 単元名 図形の角
(2) 単元の目標
三角形や四角形などの内角の和を既習の
形に分割して求める中で,それらの図形の
和が何度になるのかがわかり,多角形の内
角の和は既習の三角形に分割すれば簡単に
求められることに気付くことができる｡
(3) 単元の構想
(全8時間/本時は第二次第1時)
第一次 単元の課鮎をもち,三角形や四
角形の内角の和を考える
第1時 敷き詰められた合同な図形を
観頻して,単元の課題をつかむ
第2時 直角三角形の角を調べる
第3時 三角形の角を調べる
第4時 四角形の角を調べる
第二次 多角形の内角の和を考える
第1時 五角形以上の角を調べる
【本時】
第2時 星形などの複雑な図形の角を
訴べる
第三次 身の回りから図形の敷き詰めを
探したり,敷き詰め模様をつくっ
たりする
第 1時 身の回りかrJ図形が敷き詰め
られている所を探し,友だちと
話し合う
第2時 敷き詰め模様づくりをし,蘇
数新聞にまとめ,友だちと話 し
合 う
く4) 本単元の指導のポイント
① 単元の構成と扱う図形の工夫
既習事項の内角の和
を活用しやすいように,
単元構成の順序を吟味
し,下記のように単元
全体にス トー リー性を
もたせるように工夫した｡
長方形､正方形(前学年ま
での既習)-直角三角形
-三角形-四角形-五
角形-∩角形一里形など
の複雑な図形
また,右の写頻のよう
に扱う懐】形を前時で取り
上げた図形と合同なも
のに分割できるような
カー ドやワークシー ト
を工夫 した｡これによ
り,新たな図形の内角の和を生み出す過程
において,既習沸項を ｢根拠｣として演緯
的に考えるよさに気付きやすくした｡
② 授業の実際(単元の一部を抜粋)
第一次第1時
～敷き詰められた図形を観察し.
単元の課題をつかむ-
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敷き詰められた三角形や四角形なとの合
同な図形を観察して,きちんと敷き詰めら
れるのけ固形の角に関係があることを見つ
ける｡また,｢三角形や四角形などの図形
の角について調べていこう｣という単元を
尽く課題をつかむo
合同な三角形や帽角形を敷き詰める
第一次第2時
～直角三角形の角を調べる～
分度器で測って共通する性質を調べた
り,直角二角形に含まれる既習の角の大き
さを活用して調べたりして,直角三角形の
角の性質をとらえる｡
第一次第3時
～三角形の角を調べる～
前時で取り上げた直角三角形と合同な直
角三角形に分割できるような三角形のカー
ドを操作し,分度灘で測って調べたり,3
つの角を1点に寄せ集めたり,既習の底角
三角形に分割したりする算数的活軌を通し
て,三角形の角の惟質をとらえる｡
どんな三角形の内角の和-1800
第一次第4時
～四角形の角を調べる～
分度器で測って調べたり,4つの角を1
点に寄せ集めたり,既習の三角形に分割し
たりする昇敏的活動を通して,四角形の角
の性質をとらえる｡
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第二次第1時 【本時】
～五角形以上の角を調べる～
既習の三角形に分割 したり,三角形とP_Ll
角形に分割 したりする算数的活動を通 し
て,ji角形の角の性質をとらえ,他の多何
形の内角の和の求め方と頬比することで,
同形の角の惟JfBについて見直す｡
五角形より大きな多角形でも,習っ
た･7_角形に分割すれば r-1角形の内角
の和-1800のいくつ分｣の考えが
使える
3 本時の指導
(1) 本時の日揮
既習の ｢三角形の内角の和は1800｣
というきまりをもとに,五角形を3つの三
角形に分割したり三角形と四角形に分割 し
たりして内角の和を考えることができる｡
(2) 授業の展開
《木崎の淑雌をつかみ,
自分の考えをもつ場面》
指導のポイント
神埼で扱う｢舷の五角形を既習の四角形と並
べて提示し,角の数や大きさを対比させながら,
五角形の内角の和は四角形の内角の和360O
より大きくなるのではないかと見通しをもった
ところで,本時のめあてを導くようにする｡
T これまで三角形や四角形o)角について
調べてきたよね｡(前時に扱った図形を
提示し,)四角形にはどんな角のひみつ
が見つかったかな?
C 四角形の内角の和は3600でしたD
C どんな四角形でも習った三f-q形に分け
ると簡単に内角の和を求めることができ
たよ｡
C それは岨角形が三角形の内角の和 18
00の2つ分と考えたからです｡どんな
三角形の内角の和も180'-Lだというこ
とも,これまでにはっきりとさせてきた
よ｡
T そうだったね｡もうみんなは三角形や
四角形の内角の角はいつも1800や3
600になるという角のひみつを見つけ
てきたんだね｡
T では,みんなはこんな図形を知ってい
るかなり (五角形以上の多jf]形を提示す
る｡)
C はい,五角形 ･七角形 ･九角形です｡
(柏手)
C 7i二角形より大きい角の図形でも,今ま
でみたいに内角の和が何度になるのかを
はっきりさせられないかな?
C うん｡角がたくさんあっても,今まで
みたいにできそうだね｡
T 五角形 より大きい図形ってたくさんあ
りそうだねむでは,今日はどの図形につ
いて考えていけばよいかな?
C この中で一衝角が少ない五角形がいい
と思いますO(相手)
C 前に習った四角形より角が1つ増えた
ので,3600よりは大きくなりそうだ
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ね｡
<本時のめあて>
<以下,省略>
五角形の内角の和が何度になるのか考え
て,説明しよう!
このように,子どもたちは既習の図形と
比べたり,前時までの内角の和の求め方を
振り返りながら,五角形の内角の和につい
て前述のようなめあてをつかんでいった｡
子どもたちが本時のめあてをつかんだと
ころで,自分なりの考えをもったり,後で
考えを説明したりしやすいように,促示し
た五角形と同じ-FI角形が描かれたワークシ
ー トを配布した｡
子どもたちは習った三角形や四角形の内
角の和など既習事項を悟用し,ワークシー
トの五角形に補助線を引いたり,習ったど
jL,な知取を使って考えたのかなどをiitき込
んだりしながら,｢根拠｣をはっきりとさ
せて自分の考えをもった｡
《自分の考えを説明し合う場面》
梅軒のポイント
三角形の内角の和1800をもとに,自分の
もった考えを式と図を結び付けながら発表して
説明し合う活動にする｡
C ぼくは,まず対角線を1本引いて考え
ました｡
C わたしも同じですO対角線を1本引く
と習った三角形と四角形に分けられるか
らです｡三角形の内角の和は1800,
四角形の内角の和は3600だから,1
80たす360で5400になりまし
た｡
<以下,省略>
C わたしは習った三角形の内角の和 18
00だけを使って考えました｡対角線を
2本引くと三角形が3つになるからで
す｡
C まず,対角線を2本引いて習った三角
形3つに分けますO次に,どんな三角形
の内角の和も1800なので,180×
3-540 0だから,77:角形の内角の和
は5400だと考えました｡
C ぼくはみんなの説明を聞いていて,こ
の考え方がいいなと思いました｡なぜな
ら,五角形になっても,三角形の内角の
和 1800だけを使って考えることがで
きたからです｡
<以下,省略>
子どもたちは ｢根拠｣や ｢筋道｣をはっ
きりとさせる話形を使いながら,習った三
角形や四角形の内角の和を活用して,新た
な内角の和を生み出していった｡板おの写
弟のように,式と図を結び付けながら互い
に考えを脱明し合う活動の中で ｢節数的な
表現｣を高めていった｡
《三角形のいくつ分と考えるよさ
をつかむ場面》
指導のポイント
七角形 ･九角形など角の数が増えても,既習
の三角形に分けて ｢三角形の内角の和がいくつ
分｣ととらえて考える精勤を取り入れる.
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T (導入で提示 した多角形を示 して,)
こんな七角形や九角形のようにjflがIR'え
ていったら,内角の和が何度になるかけ
獅しそうだね !?
C 七角形は9000になりました,
T どうしてそんなに冊単にわかったのか
な?
C だって,七角形は対角線を引くと5つ
の三角形に分かれるからです｡ 180×
5-900で,七角形の内角の和は90
00になりました｡
C 七角形や九角形も潜った三角形に分け
ると簡軌 こわかりそうだ よ ∪
<中略>
C 対角線で習った三角形に分けて考える
と,九角形は 180×7で 1260 0だ
ね｡ どんなに角が増えていっても,l習
った三角形がいくつ分｣と考えると18
00のかけ算で求められるから簡単だ
ねO
このようにして,子どもたちは最初に 示
された五角形だけでなく七角形 ･九角形に
も[を向け.どんな多角形の内角の和も,
四角形の時と同じようにl珂形を対角線で三
角形に分けて ｢三角形の内角の和がいくつ
分｣と考えれば簡単に求められることをつ
かんでいった｡
4 省察
本時の｢jT.角形以上の多角形の内角の和｣
を考えていく活動を通 して,｢三角形や四
角形の内角の和｣を考えたことをもとに,
どんな多角形でも対角線で三角形に分割で
きることを活用して一般化をLg]っていくこ
とができたのではないかと省察する｡その
過程において+どもたちは r三角形に分割
するよさ｣をさらに実感することができた
と考える｡
また,本単元け既習事項を ｢根拠_Jとし
て r筋道 ､I.てて｣結論を導き山す,碗縛的
に考えるよさに触れる絶好の単元である｡
子どもたちは蝉 JL:を通して,操作 した多角
形と言葉や式をつないだり,習った知織を
もとに鋭明したりする活動を通 して,体系
的に r言蒜W,的な説明ノ]｣を高めていったD
更に,別らかな根拠に支えられた筋道IJ/'.
った説明を練り返すことで,よりよい考え
に練 り上げていく ｢算数の楽しさ｣にも触
れろことができたものと考える｡
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